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［留学に際して］
　私は富山大学に編入学する前，米国の大学でスポーツ医療コメディカルの勉強をしていたこともあり，医
学生としての視点からもその分野の医療を見てみたかった。残念ながら大学の先生方が取り持ってくださっ
ているプログラムには当該分野はなかったため，個人的に交流のあったハワイ大学のEric Okasaki氏に連絡
をとり，Orthopedic Associates in Hawaiiのスポーツ整形外科医である，Dr. Darryl Kanを紹介して頂いた。
富山大学内では山城先生に後見人になっていただき，また様々な方々からのご指導，ご支援を頂き，一ヶ月
の海外実習を実現することができた。住居はアパートを借りることも考えたが，現地の暮らしに溶け込みた
いと思い，ホームステイを選択した。
［実習内容］
　月曜日から金曜日まで，ほぼ毎日手術があり，後半には器械出しもやらせていただくことができた。医師
はそれぞれの専門分野に非常に細分化されており，外来日では 8 人の整形外科医が初診再診合わせて一人４0
人ほどの患者を診ていた。指導医が外勤の際にはリハビリテーション施設を見学させて頂いた。
　手術日には一日 8 件ほどの手術が入ることもあった。その際の術前準備や術後の閉創等は執刀医は関わら
ず，Physician’s Assistant （PA）が主に行っていた事が，手術のスピードアップのポイントでもあるのだろ
う。
［感想］
　実習を通して感銘を受けたことは，医療の合理性と専門性，そして患者との距離感である。勿論速さと合
理性だけでは良い医療はできないが，そのシステムや姿勢の良い所を吸収し，今後の日本の医療に役立てる
ことはできるのではないかと感じた。現在の日本のシステムでは，初期研修医，後期研修医，その後の専門，
と徐々に専門分野に細分化していくため，到達目標に達するまでに長い時間と労力がかかってしまう。その
点米国ではより早いタイミングで己の専門分野を磨くことができるのは魅力的であった。だが当然患者を全
人的に診る為には木を見て森を見ずとなるわけにはいかず，よりよい折衷案を見出すことはできないかと考
えている。
　リハビリテーション施設はスポーツリハと一般のリハビリ室に分かれており，スポーツリハ室はまさにト
レーニングジムの様で，病院内にそのような施設があることに驚きだった。
　日常の暮らしに関しては，米国生活は初めてではなかったが，以前四年間住んでいた所は本土の中西部の
なにもない田舎だったので，ハワイのような他人種が入り混じる場所は新鮮であった。また観光客として繁
華街に行ったことはあっても，現地の住民の家に泊まり長期滞在をすることで見えてきた部分も多くあり，
ホームステイを選んだのは非常によい経験だった。
［最後に］
　今回の海外実習に際し，快く後見人を引き受けてくださった総合診療部の山城先生をはじめ，事務の方々，
米国のMr. Okasaki，Dr. Kanに深く御礼申し上げます。この貴重な機会を今後の医療者としての人生に活
かしていきたいと強く感じております。
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